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編
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委
員
会
発
行
■
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賀
市
議
会

Vol.11

編 集 後 記編 集 後 記
▶議会改革特別委員会がスタートしました。
地方分権の進展にともない、市議会の果たす
役割はますます重要になってまいります。執
行部に対する監視機能だけでなく、執行部に
政策提言する政策立案機能面でも力をつけ
ていかねばなりません。また、この「市議会
だより」は、議会改革を進め、より開かれた
市議会にする上でも、ますます重要になって
いくものと考えております。これからも、市民
の皆様に親しみをもって読んでいただける紙
面づくりにしっかりと取り組んでいかねばと
決意しております。

（広報特別委員　加藤和孝）

この広報紙は古紙パルプを配合しています。〒528-8502　滋賀県甲賀市水口町水口6053番地　TEL.0748-65-0654 FAX.0748-63-4373　E-mail:koka111000@city.koka.shiga.jp

●

●
●
●
●
●
●

特集
　議会改革特別委員長にインタビュー
議案審議
政務調査費・議員表彰
常任委員会報告
一般質問（19名が問う）
特別委員会等の動き
くつろぎこうか［シリーズVol.11］
　甲賀の味シリーズ❸
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8 1
おもな内容

甲賀の
シリーズ❸

　田んぼの生き物観察会が7月13日、みなくち子どもの森で
催され、親子約40人が参加しました。毎月一回開催している
「わくわく体験農場」の一環で、今回は、メダカやカエル、ザ
リガニなどを採って、みんなで観察しました。子どもの森に
は、「ヤマモモ」もあり、子どもたちは初めて口にしました。

（撮影・山岡光広）

目
田んぼの生き物観察会（みなくち子どもの森で）
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緊急

インタビュー議会改革
 特別委員会
議会改革
 特別委員会

目
的
は
…

問　

今
年
３
月
議
会
で
、

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ん

な
課
題
を
審
議
さ
れ
る
特
別

委
員
会
な
の
で
し
ょ
う
か
。

村
山　

地
方
分
権
の
時

代
、
市
議
会
の
役
割
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
３
月
議
会

で
、「
議
会
改
革
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
時
の
議
長
提
案
で

「（
議
員
と
議
会
の
）
政
策
提

言
や
立
案
機
能
の
強
化
、
議

会
審
議
の
活
性
化
お
よ
び
市

民
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供

な
ど
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会

の
推
進
に
む
け
た
種
々
の
問

題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
に
…

問　

よ
り
開
か
れ
た
議
会

へ
、
課
題
は
非
常
に
多
い
わ

け
で
す
が
、
い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

村
山　

こ
の
問
題
で
、
30

人
の
議
員
の
考
え
方
や
意

見
は
、
様
々
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
８
人
の
委
員

地
方
議
会
と
し
て
、何
が
課
題
か

　
　
　
　
　
　

  ―
―

 

村
山
庄
衛
委
員
長
に
聞
く

議会改革特別委員会

　

今
年
３
月
議
会
で
、「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
が
８
名
の
議
員
を
も
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。

国
と
県
、
そ
し
て
市
、
地
方
分
権
の
時
代
に
、
地
方
議
会
と
し
て
、
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
村
山
庄
衛
委
員
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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市民により開かれた議会へ　調査・検討・提案

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
ま
し
た

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

は
、
５
月
19
日
に
第
１
回
、

６
月
30
日
に
第
２
回
の
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
も
８
人
の
委
員
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
も
う
少

し
、
具
体
的
に
、
ど
う
い
う

課
題
が
あ
る
の
か
を
出
し
合

い
、
具
体
的
な
課
題
で
、
深

め
た
審
議
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の

任
期
は
、
来
年
10
月
ま
で
で

す
の
で
、
お
お
よ
そ
１
年
を

か
け
て
議
論
し
、
方
向
性
を

示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

全
国
的
に
は
…

問　

隣
の
伊
賀
市
で
は
、

全
国
で
も
注
目
さ
れ
る
「
議

会
基
本
条
例
」
を
制
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
全
国
的
に
も
こ

う
し
た
「
議
会
改
革
」
は
す

す
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

村
山　

伊
賀
市
と
は
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
し
て
い

ま
す
が
、
議
会
と
し
て
も
総

務
常
任
委
員
会
が
伊
賀
市
議

会
の
「
議
会
基
本
条
例
」
に

つ
い
て
意
見
交
流
。
ま
た
、

甲
賀
市
議
会
の
『
議
会
だ
よ

り
』
の
企
画
と
し
て
、
両
市

の
「
議
長
対
談
」
の
な
か
で

も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

全
国
の
取
り
組
み
事
例
を

み
て
み
ま
す
と
、
代
表
質
問

や
一
般
質
問
の
あ
り
方
、
例

え
ば
対
面
に
よ
る
一
問
一
答

方
式
の
導
入
、
質
問
時
間
や

通
告
制
に
つ
い
て
、
ま
た
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
さ

ら
に
議
員
報
酬
や
費
用
弁
償
、

政
務
調
査
費
、
議
員
定
数
の

問
題
、
予
算
や
決
算
審
議
の

あ
り
方
な
ど
も
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。

甲
賀
市
の
課
題
は

問　

甲
賀
市
と
し
て
の
課

題
は
。

村
山　

さ
き
ほ
ど
も
い
い

ま
し
た
よ
う
に
、
課
題
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
し
て
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
深
め
て
い
く
。

い
ま
そ
の
段
階
で
す
。
甲

賀
市
は
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
生
・
録
画
中
継

や
、
議
員
が
全
て
手
作
り
に

よ
る
『
議
会
だ
よ
り
』
の

発
行
を
し
て
い
る
点
、
ま

た
、
対
面
に
よ
る
質
問
形
式

の
点
で
も
、
す
で
に
全
国
に

先
ん
じ
て
実
施
し
て
い
る
取

り
組
み
も
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
委
員
の
積
極
的
な
議
論

と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声

も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
特
別
委
員
会
と
し
て
審

議
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◎村山　庄衛 ○加藤　和孝

　橋本　律子 　岩田　孝之

　友廣　　勇 　安井　直明

　伴　　資男 　辻　　金雄

●議会改革特別委員会 ◎委員長 ○副委員長

彦根市（滋賀県）◆「わかりやすい議会」をすすめるため、「一
問一答」方式を導入

高島市（滋賀県）◆傍聴者に対してアンケートを実施、予算特別
委員会を常設の特別委員会とし、補正予算
審議を行う。

米原市（滋賀県）◆開かれた議会をめざし、「市議会ホームペー
ジ」を活用。会期日程、付議事件、議決結
果などを即時公開。会議録検索システムを
導入。

京都市（京都府）◆契約における議決対象範囲の拡大。常任委
員会のモニターテレビによる放映。市長総
括質疑のインターネットを通じた公開。

綾部市（京都府）◆本会議の一問一答。常任委員会の一日一委
員会。政務調査費の収支報告書に領収書等
を添付する。議員定数の削減。

宇治市（京都府）◆ホームページで、議長交際費・政務調査費・
行政視察報告及び議長の日程を公開。

宮津市（京都府）◆議員の定数削減問題。

亀岡市（京都府）◆個人質問に「一問一答」を導入。政務調査
費にかかる領収書の公開。

八幡市（京都府）◆申し合わせにより、従来 2 回までだった一
般質問の回数を、議員から申し出があった
場合、議長の許可を得て 3 回目を行うこと
ができることに。

京田辺市（京都府）◆一問一答制の導入。先進地視察。

大阪市（大阪府）◆議会交際費の執行状況の公開。費用弁償の
廃止。正副議長車の運行管理業務の見直し。

泉大津市（大阪府）◆議員互助会主催による研修会の開催。

守口市（大阪府）◆議員定数の削減。議員報酬の減額。行政
視察の凍結。

大東市（大阪府）◆市民まつりに議会ブースの出店（市民相談の
実施、議案審議の流れ、請願・陳情の提出
方法などの展示）

柏原市（大阪府）◆議会改革検討委員会を設置。議員の視察旅
費の廃止。各種審議会に参画する議員の費
用弁償は原則無報酬に。

門真市（大阪府）◆行財政改革推進特別委員会において議会改
革について検討。議員定数・報酬・政務調
査費の見直しなどを検討。

四条畷市（大阪府）◆議員定数の削減。議員報酬の減額。

交野市（大阪府）◆宿泊を伴わない議員の公務出張の日当は支
給しない。

阪南市（大阪府）◆議会経費の削減のため、平成 21年 9月ま
で政務調査費を交付しない。

姫路市（兵庫県）◆議員の海外視察の廃止。行政視察の日当・
宿泊費の減額。費用弁償の検討。

尼崎市（兵庫県）◆インターネットによる議会中継。委員会記録
の作成を要点記録から全文記録に。

芦屋市（兵庫県）◆陳情の委員会送付。

伊丹市（兵庫県）◆本会議の代表質問（１１０分）を編集し、一
時間番組とし、コミュニティＦＭで放送。市
議会だよりの配布方法を新聞折り込みから
全戸配布に変更。

宝塚市（兵庫県）◆委員会記録の公開。対面式の導入。費用弁
償の廃止など。

川西市（兵庫県）◆議会改革・改善検討委員会を設置。

天理市（奈良県）◆本会議の議員の呼称を「○○君」から「○
○議員」に変更。

生駒市（奈良県）◆ホームページで委員会会議録の閲覧が可能
に。定例会の開会２週間前に市役所玄関・
ホームページ・生駒駅前の「スーパービジョ
ンいこま」でＰＲ。

橋本市（和歌山県）◆議員定数の見直し。議員報酬・費用弁償の
見直し。行政視察の旅費の見直し。一般質
問における一問一答方式の導入など。

●議会改革にむけた近畿各市の主な
取り組み〈資料〉
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議会で審議したもの
人事・条例・予算・意見書　ほか

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
29
件
の
議
案
を
審
議

　

６
月
定
例
議
会
は
、
４
日
か
ら
23
日
ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
は
、
人
事
案
件
、
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
改
正

案
、
補
正
予
算
案
、
指
定
管
理
者
や
市
道
の
認
定
に
関
す
る
議
決
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
案
な
ど
29
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
各
議
案
の
内
容
、
採
決
は
次
の
通
り
で
す
。

人
事

◆
甲
賀
市
固
定
資
産
評
価
員

の
選
任

・
田
村
善
一
（
甲
賀
町
岩

室
・
市
財
務
部
長
）

（
全
員
賛
成
に
て
同
意
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

・
一
宮
祥
子
（
甲
賀
町
小
佐

治
）（

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
甲
賀
市
農
業
委
員
の
議
会

推
薦

・
辻
林
ひ
さ
子
（
土
山
町
徳

原
）

・
曽
和
政
一（
甲
賀
町
油
日
）

・
小
川
和
子（
甲
南
町
池
田
）

・
福
山
和
育（
信
楽
町
黄
瀬
）

（
賛
成
多
数
に
て
決
定
）

条
例
の
一
部
改
正

◆
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
（
詳

細
は
民
生
常
任
委
員
会
の

ペ
ー
ジ
参
照
）

反
対
討
論
＝
山
岡
光
広

賛
成
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
甲
賀
市
行
政
財
産
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正
（
貸

付
年
度
と
使
用
料
の
収
入

年
度
の
整
合
性
を
図
る
た

め
）（

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
甲
賀
市
福
祉
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
（
対

象
年
齢
の
拡
大
＝
入
院
を

中
学
校
卒
業
ま
で
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
甲
賀
市
老
人
福
祉
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

（
同
和
地
区
老
人
の
助
成

を
廃
止
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
甲
賀
市
立
幼
稚
園
条
例
の

一
部
を
改
正
（
土
山
・
信

楽
地
域
に
幼
稚
園
設
置
、

大
原
幼
稚
園
を
甲
賀
東
保

育
園
に
移
行
す
る
た
め
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

補
正
予
算

◆
平
成
20
年
度
甲
賀
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）（
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
助
成
に
よ
る
施

設
整
備
事
業
補
助
、
国

保
税
の
本
算
定
に
伴
う

繰
出
金
の
増
額
に
よ
り

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
２
６
２
８
万
８
千
円

を
追
加
し
、
３
２
２
億
７

６
２
８
万
８
千
円
と
す
る

も
の
）

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
平
成
20
年
度
甲
賀
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）（
税
率
改
正

に
伴
い
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

　

れ
２
億
１
８
１
５
万
７
千

円
を
追
加
し
、83
億
２
８
１

　

５
万
７
千
円
と
す
る
も
の
）

　

反
対
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

◆
平
成
20
年
度
甲
賀
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
シ
ス

テ
ム
改
修
に
伴
う
補
正
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
頓
宮
農
村
広
場
（
土
山
・

頓
宮
区
自
治
会
へ
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

市
道
路
線
認
定
議
決

◆
希
望
ヶ
丘
本
町
・
深
川
線

（
希
望
ヶ
丘
本
町
10
丁
目

と
ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス
を
結
ぶ

路
線
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

契
約
の
締
結

◆
勅
旨
沢
出
地
区
管
渠
築
造

工
事

・
一
般
競
争
入
札
で
株
式
会

社
三
東
工
業
社
と
契
約

（
２
億
２
０
５
０
万
円
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
綾
野
小
学
校
校
舎
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
造
工
事

・
一
般
競
争
入
札
で
三
陽

建
設
株
式
会
社
と
契
約

（
１
億
３
４
４
０
万
円
）

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

和
解
・
損
害
賠
償

◆
平
成
12
年
９
月
、
信
楽
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
発
生

し
た
事
故
に
対
す
る
和
解

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

◆
甲
南
町
深
川
１
１
３
番
地

4
に
か
か
る
土
地
の
明
け

渡
し
請
求
訴
訟
事
件
に
関

す
る
和
解

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

意
見
書

◆
通
院
移
送
費
の
打
ち
切

り
・
制
限
強
化
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
案
（
提
案

＝
安
井
直
明
）

反
対
討
論
＝
鵜
飼
勲

賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
案

（
提
案
＝
山
岡
光
広
）

反
対
討
論
＝
白
坂
萬
里
子

賛
成
討
論
＝
小
松
正
人

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

◆
地
デ
ジ
放
送
の
受
信
対
策

推
進
と
経
済
的
弱
者
に
対

す
る
支
援
を
求
め
る
意
見

書
案（
提
案
＝
山
岡
光
広
）

反
対
討
論
＝
辻
重
治

賛
成
討
論
＝
安
井
直
明

（
賛
成
少
数
に
て
否
決
）

●
訂
正
と
お
詫
び
●

　
「
甲
賀
市
議
会
だ
よ
り
」
14
号
（
5
月
1
日

付
）
6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
条
例
の
一
部

改
正
の
う
ち
「
農
業
委
員
会
の
選
挙
区
定
数
条

例
」
に
お
い
て
、「
土
山
選
挙
区
＝
現
行
4
か

ら
3
に
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、「
土
山
選
挙
区

＝
現
行
5
か
ら
4
に
」
に
訂
正
し
て
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。



各 会 派 別

政務調査
費

政務調査
費

日本共産党
甲賀市議員団
658,507円

平成19年
度使途内容公開平成19年
度使途内容公開

調査旅費
108,839円

資料作成費
5,570円

資料購入費
28,350円

広報費
513,817円

研究研修費
1,931円

公明党
甲賀市議団
627,113円

広聴費
54,000円

その他の経費
525円 研究研修費

2,896円

調査旅費
156,795円

資料作成費
3,669円

資料購入費
54,030円広報費

355,198円
会派3人　720,000円
返還金　　 93,224円

（利息　337円）

会派3人　720,000円
返還金　　　61,771円

（利息　278円）

清風クラブ
3,336,199円

正政会
701,998円

調査旅費
241,241円

資料購入費
30,070円

広報費
430,687円

資料購入費
842,110円

研究研修費
26,527円

調査旅費
1,511,577円

資料作成費
16,997円

広報費
938,988円

会派21人　5,040,000円
返還金　　　1,707,122円

（利息　3,321円）

会派3人　720,000円
返還金　　  18,144円

（利息　142円）

広聴費
54,000円

525円　その他の経費

研究研修費　31,354円

資料作成費
26,236円

資料購入費
954,560円

調査旅費
2,018,452円

全体の
グラフ
5,323,817円

広報費
2,238,690円

� 市議会だより　No.15

　

市
議
会
議
員
と
し
て
、山
川
宏
治

議
員
は
通
算
11
年
以
上
、安
井
直
明

議
員
は
通
算
10
年
以
上（
い
ず
れ
も

町
議
会
議
員
期
間
は
２
分
の
１
換

算
）に
わ
た
り
地
方
議
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
、全
国
市
議
会

議
長
会
か
ら
、一
般
表
彰
・
議
員
10
年

以
上
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山川宏治議員、安井直明議員が表彰　服部治男議長に感謝状
　

平
成
19
年
度
に
お
い
て
服
部
治
男

議
長
が
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員

を
務
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　議員の調査研究に資するための必要な経費の一部として、甲賀市では
平成 18 年度から、政務調査費が交付されています。
　政務調査費は、議員一人毎月２万円を、所属会派に交付し、年度末に、
その使途を明確にして、精算。残額は市に返還するシステムです。
　平成 19 年度の会派別政務調査費の使途状況を円グラフにしました。
領収書は、１円単位まで添付されています。円グラフ内の金額は使った
額。返還金については利息分含む。

山川宏治議員（左）、安井直明議員（右） 服部治男議長



委 員 会 報 告

市行政推進の中枢を担っている委員会です　　　　　総務常任委員会

�2008.8

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
７

月
７
日
、
市
有
地
の
実
態
に

つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

県
土
の
12
％
を
占
め
る
甲

賀
市
（
４
８
１
・
69
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
旧
町
か

ら
引
き
継
い
だ
広
大
な
遊
休

地
を
含
む
市
有
地
が
あ
り
ま

す
。
財
務
部
に
お
い
て
、
い

わ
ゆ
る
「
土
地
カ
ル
テ
」
の

整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
そ
の
な
か
か

ら
水
口
町
と
信
楽
町
の
市
有

地
９
ヵ
所
（
表
参
照
）
の
現

況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　

現
地
調
査
の
中
で
、
委
員

か
ら
「
過
去
の
経
過
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
甲
賀
市
と

な
っ
た
以
上
、
遊
休
地
な
ど

の
利
用
基
準
を
明
確
に
し

て
、
筋
の
通
っ
た
対
応
が
必

要
で
あ
る
」、「
処
分
を
す
る

場
合
、
地
元
の
意
向
に
沿
っ

た
対
応
も
必
要
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

中
、
市
有
地
の
資
産
管
理
や

有
効
利
用
は
大
変
重
要
で

す
。
総
務
常
任
委
員
会
は
、

今
後
も
精
力
的
に
実
態
調
査

を
行
い
、
有
効
活
用
な
ど
に

つ
い
て
、
積
極
的
な
提
案
も

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

箇所 土地の所在 字 番地 地目 地積（㎡） 位置

1 水口町新町二丁目 1852 番 田 148
甲賀自動車教習所
北側

2 水口町新町二丁目 1750 番　外 5 筆 墓地 2,374

3 水口町名坂 前台 416 番 2　外 5 筆 雑種地 1,519.86
水口アルプラザ
東側

4 水口町松尾 坂口 994 番　外 113 筆 雑種地他 59,460.03
公立甲賀病院
移転予定地

5 水口町水口 古城 610 番 1　外 山林 352,241 古城山

6 水口町水口 狐塚 6029 番 1 田 620 県事務所前

7 水口町貴生川 上ノ切 900 番 2 宅地 1,975
貴生川駅北口西側
旧公団事務所跡

8 信楽町下朝宮 北中 26 番　外 1 筆 診療所敷地 677.49 旧朝宮診療所跡

9 信楽町長野 中林 1203 番　外 21 筆 宅地 12,563.64
市役所信楽支所庁舎
駐車場敷地

水
口
町
名
坂
前
台

　

水
口
町
名
坂
、
商
業
地
で
あ
り
、
現
況
は
駐

車
場
と
し
て
賃
貸
し
て
お
り
、
活
用
さ
れ
て
い

る
。

水
口
町
水
口
狐
塚

　

水
口
町
水
口
、
県
事
務
所
前
に
位
置
し
、
市

道
に
接
し
て
お
り
行
政
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
利
用

が
望
ま
れ
る
。

水
口
町
貴
生
川
上
ノ
切

　

水
口
町
貴
生
川
、
Ｊ
Ｒ
貴
生
川
駅
北
口
に
隣

接
し
、
現
況
は
福
祉
事
業
者
に
貸
付
さ
れ
て
い

る
。

市有地

管
理
状
況
を
現
地
調
査

遊
休
地
は
…
有
効
活
用
は
…



委 員 会 報 告

民生常任委員会　　　　市民の生活と環境・福祉に関わる委員会です

� 市議会だより　No.15

　

民
生
常
任
委
員
会
に
は
、
甲

賀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
が
付
託
さ
れ
、
６

月
17
日
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

　

本
議
案
は
、
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
４

月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
規
定
整
備
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
所
得

割
算
定
の
基
礎
に
用
い
る
平

成
19
年
度
分
所
得
が
確
定
し

た
こ
と
を
受
け
、
平
成
20
年
度

国
保
事
業
の
健
全
経
営
、
安
定

運
営
の
た
め
、
甲
賀
市
国
保
運

営
協
議
会
の
答
申
を
ふ
ま
え
、

国
保
税
率
を
必
要
最
低
限
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

甲
賀
市
に
お
い
て
は
、
平
成

20
年
度
の
医
療
一
般
に
お
け

る
医
療
費
が
、
対
前
年
度
比

４
％
程
度
の
伸
び
が
見
込
ま

れ
、
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
創
設
等
の
影
響
に
よ
り
大

幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
不
足
財
源
を

捻
出
す
る
に
あ
た
り
、
医
療
費

の
伸
び
４
％
分
を
差
し
引
い

た
不
足
分
額
の
約
38
％
、
額
に

し
て
１
億
３
３
２
６
万
円
を

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
、

被
保
険
者
の
保
険
税
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
と
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
応
能
応
益
割
合

に
も
配
慮
が
な
さ
れ
、
低
所

得
者
に
対
し
、
７
割
・
５
割
・

２
割
の
軽
減
措
置
も
講
じ
ら

れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
国
保

加
入
１
万
２
１
７
２
世
帯
の

う
ち
、
26
・
９
％
が
軽
減
世
帯

に
属
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
、

●
財
源
不
足
が
生
じ
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
４
％
の
医
療
費

の
伸
び
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
創
設
等
に
よ
る
国
保

税
減
収
分
が
主
な
理
由
と
の

こ
と
。

●
甲
賀
市
と
他
市
と
の
ち
が

い
に
つ
い
て
は
、
地
域
差
は
あ

る
が
、
主
に
75
歳
以
上
の
世
帯

主
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
る
国

保
税
収
の
落
ち
込
み
が
大
き

い
と
の
こ
と
。

●
国
保
の
加
入
構
成
に
つ
い
て

は
、
５
月
２
日
現
在
で
被
保
険

者
数
が
２
万
２
８
０
５
人
、
世

帯
数
は
１
万
２
１
７
２
。
均
等

割
、
平
等
割
と
も
に
、
４
分
の

１
の
方
が
何
ら
か
の
軽
減
を
受

け
て
い
る
と
の
こ
と
。

●
法
定
外
の
繰
り
入
れ
に
つ

い
て
は
、
本
年
は
国
保
の
加
入

世
帯
数
に
よ
り
繰
り
入
れ
額

を
算
定
し
て
い
る
が
、
人
件
費

も
一
般
会
計
で
見
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
全
体
と
し
て

一
般
会
計
の
体
力
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

の
こ
と
、
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

以
上
、
討
論
・
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
は
、

財
政
基
盤
が
弱
い
も
の
の
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
基

盤
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
と
も

引
き
続
き
安
定
的
な
運
営
を

図
る
た
め
、
民
生
常
任
委
員
会

に
お
い
て
も
、
以
前
、
国
に
お

け
る
制
度
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

こ
の
際
、
国
に
お
い
て
も
し
っ

か
り
と
し
た
制
度
の
確
立
を

望
み
ま
す
。

国
保
税
率
改
正
で
平
均
17
％
ア
ッ
プ

一
般
会
計
繰
り
入
れ
で
負
担
軽
減
図
る

平成20年度国民健康保険税率改正内容
医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

改正案 現行 改正案 現行 改正案 現行
所得割 7.0/100 7.8/100 2.2/100 − 1.86/100 1.83/100
資産割 9/100 19/100 1/100 − 1.1/100 2.8/100
均等割 26,000 円／人 26,500 円／人 7,500 円／人 − 9,100 円／人 9,300 円／人
平等割

（特定世帯以外） 21,100 円／世帯 22,500 円／世帯 6,300 円／世帯 − 6,400 円／世帯 6,800 円／世帯

平等割特定世帯 10,550 円／世帯 − 3,150 円／世帯 − − −
（減額する額） （減額する額） （減額する額） − （減額する額） （減額する額）

７割軽減対象者
均等割 18,200 円／人 18,550 円／人 5,250 円／人 − 6,370 円／人 6,510 円／人
平等割

（特定世帯以外） 14,770 円／世帯 15,750 円／世帯 4,410 円／世帯 − 4,480 円／世帯 4,760 円／世帯

平等割特定世帯 7,385 円／世帯 − 2,205 円／世帯 − − −
５割軽減対象者

均等割 13,000 円／人 13,250 円／人 3,750 円／人 − 4,550 円／人 4,650 円／人
平等割

（特定世帯以外） 10,550 円／世帯 11,250 円／世帯 3,150 円／世帯 − 3,200 円／世帯 3,400 円／世帯

平等割特定世帯 5,275 円／世帯 − 1,575 円／世帯 − − −
２割軽減対象者

均等割 5,200 円／人 5,300 円／人 1,500 円／人 − 1,820 円／人 1,860 円／人
平等割（特定世

帯以外） 4,220 円／世帯 4,500 円／世帯 1,260 円／世帯 − 1,280 円／世帯 1,360 円／世帯

平等割特定世帯 2,110 円／世帯 − 630 円／世帯 − − −

　後期高齢者医療制度については、政府
が一部見直しをすすめています。保険料
負担の軽減、年金からの天引きの一部見
直しなど。

後期高齢者医療
「保険証」カードケース

加入者全員
に配布



委 員 会 報 告

産業・建設・観光振興・上下水道の整備に関わる委員会です　　　　　産業建設常任委員会

�2008.8

野洲川ダム改修工事 市道次良九郎線道路改良工事

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
市
内
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
事
業
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
、
研
修
と
現
地
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
20
日
は
、
甲
南
町
希

望
ヶ
丘
地
区
の
上
下
水
道
施

設
移
管
を
今
年
末
に
控
え
、

そ
の
状
況
を
上
下
水
道
部
の

施
設
移
管
準
備
室
か
ら
説
明

を
受
け
、
関
係
す
る
施
設
を

巡
視
し
ま
し
た
。

所管事務調査

希
望
ヶ
丘 

上
下
水
道
施
設
移
管
の
状
況

今
年
末　

市
に
移
管
へ

希望ヶ丘上下水道移管に関する経過

昭和４６年 希望ヶ丘本町の造成開始（第
１期造成開始） 東陽開発（開発業者）

昭和４７年１２月 専用水道設置に関する覚書
締結 （東陽開発−甲南町）

昭和４９年　２月 開発協定書締結 （東陽開発−甲南町）

昭和４９年　４月 希望ヶ丘の土地区画整理事
業（第２期造成開始） 東陽開発

平成　３年　６月 希望ヶ丘地域の上水道移管
協議開始 （東陽開発−甲南町）

平成　５年　６月 大津地方裁判所で和解協議 （日本道路−甲南町）

平成　９年　３月 議会全員協議会の移管問題
の確認書

平成１０年　３月 大津地方裁判所の判決 （東陽開発−日本道路）

平成１２年１２月 大阪高等裁判所で和解協議 （東陽開発−甲南町）

平成１３年　５月 東陽開発より甲南町に対し
て調停申立て （東陽開発−甲南町）

平成１４年　３月 大阪高等裁判所での判決 （東陽開発−日本道路）

平成１６年　４月
調停成立 （東陽開発−甲南町）

協定書の締結 （甲南町−両自治区）

平成１６年　５月 最高裁判所上告取り下げに
よる判決確定 （東陽開発−日本道路）

平成１６年　９月
東陽開発及び JAT より甲南
町と日本道路に対して調停
申立て （　　　　　　　　　）

現在 調停申立てについて業者と
協議中

事業概要
１）事業費……
　　　170 億円（計画時）
　　事業期間…
　　　平成 13 年度〜
　　　平成 21 年度
　　事業費の負担割合
　　　……国 20/30
　　　　　県 9/30
　　　　　市 1/30

（市内訳）
守山市 16.43％　栗東市 19.02％
野洲市 23.60％　湖南市 16.88％
甲賀市 24.07％

（各市の負担割合は、受益面積割り）

専用水道浄水場下水第一処理場

工事現場工事現場

県道南土山線県道南土山線

次良九郎線次良九郎線
クリーン
センター滋賀
クリーン
センター滋賀

位置図

　

ま
た
、
建
設
部
、
産
業
経

済
部
に
関
す
る
本
年
度
の
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

野洲川ダム視察

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
５
月
20
日
、野
洲
川
ダ
ム
改
修
工

事
と
市
道
次
良
九
郎
線
改
良
工
事
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

道路改良工事を視察

東陽開発　甲賀市
　　　　−
ＪＡＴ　　日本道路



委 員 会 報 告

文教常任委員会　　　　文化やスポーツ、教育に関わる委員会です

� 市議会だより　No.15

　

文
教
常
任
委
員
会
は
５
月

９
日
、
４
月
１
日
付
で
就
任

さ
れ
た
國
松
嘉
仲
教
育
長
を

初
め
と
し
て
事
務
局
長
、
次

長
及
び
各
課
長
の
出
席
を
求

め
、
平
成
20
年
度
教
育
委
員

会
事
務
局
、
各
課
方
針
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

各
課
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
で
す
。

【
教
育
総
務
課
】

　

た
く
ま
し
い
心
身
と
郷
土

へ
の
誇
り
を
持
つ
人
を
育
て

る
た
め
、
子
ど
も
や
若
者
が

い
き
い
き
と
育
つ
ま
ち
づ
く

り
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的

に
行
う
た
め
の
教
育
委
員
会

機
能
の
充
実
を
め
ざ
す
。

【
学
校
教
育
課
】

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
期

す
る
た
め
、
各
学
校
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
教
育
環
境

の
整
備
を
行
な
う
と
共
に
、

学
校
課
題
の
解
消
の
た
め
に

職
員
相
互
の
連
携
を
図
り
、

円
滑
な
小
中
学
校
の
管
理
運

営
を
行
う
。

【
こ
ど
も
未
来
課
】

　
「
甲
賀
市
乳
幼
児
保
育
、

教
育
の
指
針
」
に
基
づ
き
、

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚

園
に
お
け
る
一
貫
し
た

教
育
・
保
育
を
展
開
す

る
。

　

さ
ら
に
、
伴
谷
幼
稚

園
の
３
歳
児
保
育
や
貴

生
川
・
伴
谷
幼
稚
園
に

お
い
て
緊
急
時
の
預
か

り
保
育
を
実
施
す
る
。

【
生
涯
学
習
課
】

　

市
総
合
計
画
の
目
標
に
掲

げ
る
「
た
く
ま
し
い
心
身
と

郷
土
へ
の
誇
り
を
も
つ
人
を

育
て
る
」
の
実
現
に
向
け
、

「
学
び
が
生
き
が
い
を
う
み

だ
す
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
学

ぶ
楽
し
さ
、
交
流
す
る
こ
と

の
喜
び
を
体
験
で
き
、
学
ん

だ
成
果
を
地
域
に
生
か
せ
る

生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

【
文
化
振
興
課
】

　
「
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
」
を
文
化
情
報
発
信
の
中

心
的
施
設
と
し
、
各
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
文
化
の

か
お
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
】

　

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
に
わ
た
り
、
健
康
で
明
る

く
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た

め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
健
康
で
心
豊
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
方
針
と
し
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
。

【
歴
史
文
化
財
課
】

　

文
化
財
保
護
審
議
会
の
開

綾
野
小
学
校
を
視
察

教
育
委
員
会
各
課
方
針

催
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
確

実
な
実
施
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
平
成
21
年
度
以
降
の
歴

史
民
俗
資
料
館
等
の
管
理
運

営
、
事
業
に
つ
い
て
の
見
直

し
を
進
め
る
。

　

以
上
の
方
針
に
基
づ
く
具

体
的
事
業
の
説
明
を
受
け
各

委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
市
教
育

基
本
計
画
、
生
涯
学
習
基
本

計
画
等
に
つ
い
て
そ
の
進
捗

状
況
並
び
に
そ
れ
に
至
る
市

民
の
か
か
わ
り
等
に
つ
い
て

論
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
こ
の
ほ
か
、「
幼

保
一
元
化
に
つ
い
て
」
で
は

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
幼
稚

園
・
保
育
園
の
一
体
化
施

設
、今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、

「
四
万
十
川
に
お
け
る
水
難

事
故
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
」
で
は
水
難
事
故
対
策
本

部
体
制
等
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　綾野小学校は第一期として昭和36年建築のRC造
3階建964㎡を耐震・大規模改修を、昭和56年建築
のRC造3階建1904㎡を大規模改修するものでその現
況と騒音、児童の安全対策について調査しました。

　土山室内運動場は旧土山町立体育館の床部分を
取り除き、屋内運動場として活用するもので、現況お
よび今後の利用予想等について現地調査しました。

所
管
事
務
調
査

土
山
室
内
運
動
場
を
視
察

す
す
む
耐
震
化
・
大
規
模
改
修
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一般質問
順番 議席番号 氏　名 質　問　事　項

１ 16番 伴　　資男 １　市長選挙について

２ 21番 安井　直明

１　旧信楽町の土地売買について

２　高齢者が安心できるよう在宅・施設福祉の充実を

３　幼稚園・保育園の保育士問題について

４　小・中学校のパソコンは、一部不足しているところがあり改善せよ

５　大戸川ダム問題について

３ ８番 酒巻　昌市 １　希望ヶ丘地域の上下水道の市移管について伺う

４ １番 山岡　光広

１　後期高齢者医療制度について

２　地上デジタルの受信対策について

３　介護型・医療型療養病床の今後のあり方について

４　人工透析患者の移送サービスの充実について

５　市道深川市場深川線の道路側溝改修について

５ 17番 辻　　重治
１　市民活動総合補償制度について

２　ポジティブリスト3年目について

６ 26番 今村　和夫 １　教育行政について

７ ５番 鵜飼　　勲 １　本市の入札・契約制度について

８ 25番 葛原　章年 １　美しいふるさと甲賀の風土をまもり育てるまちづくりについて

９ 12番 石川善太郎 １　地方自治体病院について

10 22番 友廣　　勇
１　副市長辞任について

２　平成19年度の随意契約について

11 ６番 土山　定信 １　甲賀市は、地震エネルギーから、子供たちを、どのように守るのか

12 ４番 朏　　藤男
１　電算システムの移転について

２　システムの改修等について

13 ７番 木村　泰男
１　広域農道の全線県道化を

２　甲賀市の各種審議会について

14 13番 加藤　和孝

１　色覚バリアフリーについて

２　自治体による携帯電話リサイクルの推進について

３　市民ホール等の公共施設使用料の減免規定について

４　教育長の思いについて

15 28番 橋本　律子
１　市の権限拡大について

２　高齢者の孤立防止に向けて

16 20番 中西弥兵衛

１　合併後、今日の本所と支所との情報の共有及び事務連携の現況を問う

２　本市、花・木・鳥の市民啓発と市花ササユリの育成、保存に向けて支援について問う

３　万葉歌木簡出土に係る宮町遺跡の早期発掘と史跡公園整備に向けての取りくみ姿勢を問う

17 27番 中島　　茂 １　甲賀市の観光政策について

18 ２番 林　　勝彦
１　河川敷公園について

２　スポーツの役割について

19 11番 小松　正人

１　国道一号「西泉交差点」およびこれに連結する市道・県道の緊急かつ抜本的整備について

２　強毒性新型鳥インフルエンザの人への感染予防対策について

３　水口松尾台周辺の道路整備について

４　日本共産党の農業再生プランと適地適作施策について

目次
平成20年 第3回甲賀市議会定例会一般質問

平成20年6月13日・16日
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19人の議員が登壇

◎より詳細な内容はインターネット・甲賀市ホー
ムページの市議会（議会中継）で本会議の模様
をご覧いただけます。

　http://www.city.koka.shiga.jp/

市政を問う

◎傍聴のご案内
　本会議は原則として公開されています。議会
を傍聴することにより、市政の方針を知った
り、市議会の活動に触れていただくことが出
来ます。ぜひ市議会の傍聴にお越しください。

一 般 質 問

QA
市
長
選
へ
の
決
意
と
所
信
は

前
向
き
に
検
討
し
た
い

問　

市
長
選
挙
を
控
え
、

２
期
目
に
向
け
て
の
市
長
の

決
意
と
所
信
を
問
う
。

市
長　
「
人
の
心
を
大
切

に
す
る
愛
あ
る
行
政
」
を
基

本
理
念
に
、「
甲
賀
市
改
革

元
年
」「
知
行
協
働
の
年
」「
有

徳
の
精
神
と
創
造
の
価
値
づ

く
り
を
目
指
し
た
、
こ
う
か

自
治
創
造
の
年
」
と
、
毎
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
諸

施
策
を
展
開
し
て
き
た
が
、

予
想
以
上
に
時
代
の
移
り
変

わ
り
は
速
く
、
公
益
の
た
め

に
ト
ッ
プ
と
し
て
の
難
し
い

判
断
を
間
違
え
ば
、
自
治
体

間
競
争
に
勝
ち
残
れ
な
い
昨

今
で
あ
る
。

　

山
に
例
え
る
な
ら
ば
、「
甲

賀
市
」
と
い
う
登
山
口
に

立
っ
て
４
年
。
様
々
な
施
策

を
背
負
い
、
一
歩
一
歩
頂
上

を
め
ざ
し
、
市
発
展
の
基
礎

を
固
め
る
べ
く
、
皆
さ
ん
か

ら
託
さ
れ
た
夢
と
期
待
に
応

え
、
ま
た
、
市
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
こ
と
が
、
与
え
ら

れ
た
職
責
を
果
た
す
こ
と
と

肝
に
銘
じ
、
一
心
不
乱
に
今

日
ま
で
努
め
て
き
た
。
続
投

へ
の
期
待
を
あ
り
が
た
く
受

け
止
め
る
が
、
先
ず
は
登
り

始
め
た
任
期
を
全
う
す
る
こ

と
に
全
力
を
傾
注
し
、
そ
の

上
で
、
峰
の
頂
き
を
め
ざ
し

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

頑
張
れ
と
言
わ
れ
る
な
ら

ば
、
今
後
、
私
な
り
に
慎
重

に
考
え
、
熟
慮
を
重
ね
な
が

ら
、「
元
気
な
甲
賀
市
の
実

現
」
へ
の
挑
戦
に
向
か
っ
て

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

伴　資男 議員
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一 般 質 問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです

安
井
直
明 

議
員

Q

A

旧信楽町の土地売買
問題を問う

正式な議決を得ている

Q

A

人工透析患者の移送
サービスの充実を

実施の方向で検討したい

問　

旧
信
楽
町
の
土
地
売

買
に
伴
な
う
単
価
決
定
は
。

今
後
な
に
を
教
訓
と
す
る
の

か
。市

長　

当
時
の
正
式
な
議

会
の
議
決
を
得
て
い
る
。
今

後
用
地
審
査
会
に
外
部
委
員

の
参
画
を
検
討
し
た
い
。

20
年
度
一
般
会
計
予
算

問　

介
護
激
励
金
が
減
ら

さ
れ
た
が
増
額
せ
よ
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
待
機

者
が
多
く
い
る
。
新
た
に
建

設
す
る
予
定
は
。

市
長　

財
政
が
好
転
す
れ

ば
検
討
。
特
養
ホ
ー
ム
は
、

来
年
度
以
降
積
極
的
に
取
り

組
む
。

臨
時
保
育
士
の
格
差
是
正
を

問　

長
年
保
育
園
の
臨
時

的
任
用
職
員
と
し
て
、
働
い

て
い
る
保
育
士
は
、
給
料
待

遇
面
で
の
格
差
が
あ
り
す
ぎ

る
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て
き

た
が
、
大
き
く
改
善
せ
よ
。

市
長　

単
価
は
改
善
を
検

討
。

パ
ソ
コ
ン
配
置
の
改
善
を

問　

小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン

は
、
土
山
の
小
学
校
な
ど
一

部
不
足
し
、
早
急
な
改
善
が

求
め
ら
れ
る
。

教
委
事
務
局
長　

計
画
的

に
整
備
す
る
。

大
戸
川
ダ
ム
の
必
要
性
は

問　

大
戸
川
ダ
ム
は
、
大

き
な
視
点
に
立
て
ば
ム
ダ
づ

か
い
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

市
長　

洪
水
調
整
機
能
を

持
つ
大
戸
川
ダ
ム
は
必
要
。

問　

上
水
道
移
管
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
４
月
14
日
の

「
移
管
調
停
書
」
は
甲
賀
市

に
引
継
が
れ
て
い
る
の
か
。

上
下
水
道
理
事　

調
停
書

及
び
自
治
会
と
の
水
道
移
管

協
定
書
は
引
継
が
れ
て
い
る
。

問　

加
入
金
の
分
納
は
。

上
下
水
道
理
事　

上
水
道

加
入
金
は
、
基
本
的
に
は
一

括
納
入
だ
が
、
条
例
で
特
別

な
理
由
に
か
ぎ
り
分
納
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

問　

今
後
の
進
め
方
は

（
住
民
説
明
会
等
）。

上
下
水
道
理
事　

住
民
の

代
表
に
よ
る
検
討
委
員
会
を

の
べ
５
回
開
催
し
、

事
務
の
流
れ
や
住

民
説
明
会
の
資
料

に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

問　

下
水
道
処
理

に
つ
い
て
、
移
管
後

は
ど
の
よ
う
な
手

法
で
行
う
の
か
。

上
下
水
道
理
事　

一
定
期

間
は
、
現
行
処
理
方
式
に
よ

り
現
行
の
集
中
浄
化
施
設
で

行
う
。

問　

現
行
の
集
中
浄
化
施

設
を
利
用
す
る
場
合
の
受
益

者
負
担
金
に
つ
い
て
は
。

上
下
水
道
理
事　

現
状
の

施
設
を
使
用
し
て
い
る
間
は

受
益
者
負
担
金
は
生
じ
な
い
。

問　

公
共
下
水
道
を
整
備

し
た
場
合
の
受
益
者
負
担
金

は
。上

下
水
道
理
事　

将
来
公

共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
時

は
、
受
益
者
負
担
金
は
必
要

と
な
る
。

QA

希
望
ヶ
丘
地
域
の
上
下
水
道
移
管
は

両
自
治
区
同
条
件
に
て
実
施

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

問
題
点
と
低
所
得
者
へ
の
負

担
軽
減
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

受
信
対
策
促
進
と
低
所
得
者

に
対
す
る
負
担
軽
減
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
、
人
工
透
析
患
者
の

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
市

道
深
川
市
場
・
深
川
線
の
道

路
側
溝
改
修
の
５
点
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

人
工
透
析
と
市
道
側
溝
改
修

の
質
問
と
答
弁
要
旨
を
紹
介

す
る
。

問　

人
工
透
析
患
者
は
週

３
回
透
析
を
受
け
な
け
れ
ば

生
死
に
か
か
わ
る
。
市
の
移

送
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
を
要

す
る
患
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
る
が
、
土
曜

日
・
祝
祭
日
は
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
い
。
充
実
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

家
族
送
迎
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
実
施
に
む

け
て
検
討
し
た
い
。

問　

市
道
深
川
市
場
・
深

川
線
は
、
合
併
直
後
に
道
路

側
溝
改
修
の
測
量
設
計
が
さ

れ
て
い
る
が
今
日
ま
で
事
業

化
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
に

事
業
化
す
べ
き
。

建
設
部
長　

緊
急
個
所
が

整
備
出
来
次
第
、
す
す
め
て

い
く
。
地
元
に
連
絡
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
お
詫

び
す
る
。

酒巻昌市 議員

山
岡
光
広 

議
員

道路側溝改修が急がれる市道

浄水場施設

2人で1台のパソコン（大野小で）
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一 般 質 問

今
村
和
夫 

議
員

QA

Q

A

家庭の教育力向上の
取組は

社会全体での環境づくり

市
民
活
動
総
合
補
償
制
度
は

競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
制
度
の
補
償
外
に

問　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の

選
手
、
競
技
者
が
補
償
制
度

の
範
囲
か
ら
、
本
年
度
除
外

さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
部
長　

区
・
自
治
会

を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
、
市
民
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
多

く
の
市
民
が
参
加
し
盛
り
上

げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
中
の
事
故

を
救
済
す
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
活
動
が
行
え
る
よ
う
総

合
補
償
制
度
を
導
入
し
た
。

　

事
故
件
数
は
、
減
少
し

て
い
る
が
、
補
償
費
は

多
額
と
な
り
、
昨
年
並

み
の
保
険
料
で
は
、
内

容
の
維
持
が
出
来
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
ス

ポ
ー
ツ
競
技
者
は
「
自

分
の
身
は
、
自
分
で
守

る
」
の
原
則
か
ら
、
保

険
料
の
受
益
者
負
担
と

な
る
。
し
か
し
、
内
容

を
よ
く
検
討
し
、
制
度
の
維

持
を
す
る
。

問　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

３
年
目
と
な
る
が
、
生
産
農

家
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

産
業
経
済
部
長
　

消
費
者

の
安
心
・
安
全
な
農
産
物

へ
の
要
求
は
高
い
。
近
江
米

の
安
全
性
、
と
り
わ
け
甲
賀

産
米
は
、
こ
だ
わ
り
看
板
設

置
な
ど
生
産
農
家
の
意
識
の

変
化
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、

食
農
教
育
の
実
践
な
ど
、
地

域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
安
全

な
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
が

図
れ
て
い
る
。

問　

子
ど
も
の
健
全
育
成

の
基
本
と
な
る
家
庭
の
教
育

力
を
ど
の
様
に
向
上
さ
せ
る

の
か
。

教
育
長　

近
年
の
家
庭
環

境
は
急
激
な
社
会
変
化
に
よ

り
家
庭
だ
け
に
問
題
の
解
決

を
委
ね
る
の
は
難
し
く
、
学

校
や
地
域
社
会
な
ど
、
社
会

全
体
の
問
題
と
し
て
家
庭
教

育
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
市
の
家
庭

教
育
力
向
上
に
関
す
る
取
組

み
は
、
就
学
前
の
親
子
に

は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
た
交
流
活
動
、
ま
た
園
児

や
小
中
学
生
を
持
つ
親
に
は
、

P
T
A
の
学
級
懇
談
会
等
で

の
保
護
者
同
士
の
語
り
合
い

を
通
し
た
「
親
育
ち
」
の
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た

各
公
民
館
に
お
い
て
も
「
こ

ど
も
公
民
館
講
座
」
や
異
年

齢
交
流
を
図
る
「
学
び
の
体

験
広
場
」
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
家
庭

や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
、
さ
ら
に
企
業
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

し
な
が
ら
連
携
・
協
力
し
て

社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

育
ち
を
支
え
あ
う
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

入
札
・
契
約
制
度
が
、

本
年
度
か
ら
甲
賀
市
方
式
受

注
希
望
型
指
名
競
争
入
札
と

し
て
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
方
針
及
び
内
容
、
県
下

の
状
況
は
。

財
務
部
長　

工
事
発
注
量

の
減
少
に
対
応
し
、
か
つ
弾

力
性
を
持
ち
つ
つ
競
争
性
の

確
保
と
地
元
業
者
の
育
成
に

配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

市
内
業
者
の
受
注
機
会
の

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
従
来
の
指
名
競
争
入

札
の
「
格
付
制
度
」
を
廃
止

し
た
。

　

入
札
参
加
者
に
つ
い
て
は

経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定

値
と
甲
賀
市
独
自
に
社
会
貢

献
度
等
を
重
視
し
て
設
け
た

主
観
点
数
を
合
計
し
た
点
数

区
分
を
主
と
し
て
、
完
成
工

事
高
に
よ
る
区
分
な
ど
の
発

注
基
準
を
設
け
、
こ
の
基
準

に
よ
り
入
札
参
加
者
の
募
集

を
行
い
、
入
札
を
執
行
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

県
下
で
は
、
類
似
し
た
入

札
制
度
を
導
入
し
て
い
る
市

は
あ
る
が
、
市
独
自
の
評
価

点
の
主
観
点
数
は
加
味
さ
れ

て
お
ら
ず
、
本
制
度
は
県
下

で
甲
賀
市
の
み
が
先
駆
け
て

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

不
良
不
適
格
業
者
の
排
除

を
厳
格
に
行
う
た
め
に
、
今

年
度
か
ら
指
名
停
止
業
者
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て

公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

辻　重治 議員

QA

新
入
札
・
契
約
制
度
に
つ
い
て

県
下
に
先
駆
け
て
実
施

鵜飼　勲 議員

新制度のもとで厳正に執行される入札風景

にぎわうスポーツイベント

おしゃべりサロン
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一 般 質 問

石
川
善
太
郎 

議
員

QA

Q

A

地方自治体病院の使
命とは

地域住民の福祉に資する
中核病院である

“
風
景
条
例
”
の
適
用
拡
大
を

市
内
全
域
に
展
開
し
た
い

問　

総
合
計
画
に
あ
る
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
甲
賀
の
風

景
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
市
長
の
所
見
は
。

市
長　

市
内
各
地
域
の
す

ば
ら
し
い
景
観
・
風
景
は
歴

史
と
伝
統
に
培
わ
れ
、
市
民

の
方
々
の
保
存
へ
の
取
り
組

み
に
支
え
ら
れ
て
、
魅
力
を

発
揮
し
て
い
る
。
今
後
も
総

合
計
画
に
も
と
づ
き
、
す
ば

ら
し
い
景
観
を
継
承
す
る
た

め
の
施
策
を
進
め
る
と
共
に
、

風
景
づ
く
り
へ
の
関
心
と
愛

着
を
深
め
な
が
ら
、
事
業
者

や
市
民
の
方
々
と
の
協
働
に

よ
り
「
甲
賀
の
ふ
る
さ

と
風
景
」
の
保
全
と
創

造
を
引
き
続
き
図
っ
て

い
く
。

問　
「
甲
賀
市
の
風
景

を
守
り
育
て
る
条
例
」

の
全
市
域
で
の
適
用
拡

大
を
望
む
。

建
設
部
長　

現
在
は

旧
土
山
町
地
域
で
適
用

さ
れ
て
い
る
。
本
条
例
の
景

観
保
全
地
域
の
指
定
を
、
今

後
、
市
内
全
域
に
展
開
し
、

歴
史
的
街
な
み
や
美
し
い
景

観
を
守
り
育
て
て
、
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

問　

観
光
の
視
点
か
ら
の

景
観
保
全
に
つ
い
て
は
。

産
業
経
済
部
長
　

豊
か
な

自
然
史
跡
、
文
化
財
な
ど

の
保
全
育
成
に
努
め
な
が
ら
、

市
民
と
協
働
し
観
光
資
源
と

し
て
も
活
用
し
て
い
く
。

問　

地
方
自
治
体
病
院
の

あ
り
方
と
は
。

市
長　

①
当
該
地
域
住
民

の
医
療
を
確
保
し
、
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
こ
と
。

②
新
し
い
医
療
の
地
域
に
お

け
る
基
幹
施
設
と
な
ら
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
。

③
高
度
な
機
器
、
設
備
を
用

い
先
駆
的
な

医
療
、
救
急

医
療
等
私
的

資
産
で
は
困

難
な
も
の
を

担
当
す
る
条

件
を
具
備
す

る
こ
と
。

④
私
的
資
本

の
投
下
が
期

待
で
き
な
い

地
域
医
療
の
確
保
。
等
で
あ

る
。問　

公
立
甲
賀
病
院
の
移

転
新
築
先
（
候
補
地
）
で
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
。

市
長　

既
存
の
甲
賀
病
院

は
、
施
設
の
老
朽
化
や
狭
隘

化
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
早

期
に
移
転
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
病
院
組
合
で
の
合
意

形
成
を
経
な
が
ら
移
転
地
は

「
水
口
町
内
と
す
る
」
こ
と

で
調
整
を
図
っ
て
き
た
。
水

口
町
松
尾
台
周
辺
地
域
に
お

い
て
も
、
地
元
区
民
の
代
表

者
で
組
織
す
る
委
員
会
と
協

議
を
重
ね
事
業
に
対
す
る
同

意
確
認
が
得
ら
れ
た
。
よ
っ

て
早
い
段
階
で
の
建
設
を
め

ざ
し
、
手
続
き
を
経
て
公
表

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

旧
信
楽
町
の
土
地
取

引
で
甚
大
な
る
損
害
を
負
っ

た
。
損
害
賠
償
請
求
を
す
べ

き
だ
。

市
長　

住
民
監
査
請
求
が

出
さ
れ
て
お
り
、
監
査
結
果

を
も
っ
て
判
断
し
た
い
。

問　

辞
任
後
の
副
市
長
の

職
務
分
担
は
。

市
長　

36
の
充あ

て
職
、
そ

の
内
28
が
市
役
所
内
部
の
委

員
会
で
あ
る
。
要
綱
や
規
程

に
よ
り
代
理
が
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
は
そ
の
職
に
あ
る

も
の
、
定
め
の
な
い
も
の
は

副
の
職
に
あ
る
も
の
が
統
括

し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
機
能

さ
せ
て
い
る
。

問　

辞
表
提
出
時
の
市
長

の
対
応
は
。

市
長　

旧
町
長
と
し
て
道

義
的
責
任
を
と
る
と
の
こ
と

で
辞
表
を
受
理
し
た
。

問　

任
命
責
任
に
つ
い
て

は
。市

長　

旧
町
で
完
結
し
た

こ
と
で
あ
り
、
自
ら
責
任
を

取
ら
れ
た
方
の
任
命
責
任
は

な
い
。

問　

こ
の
度
の
公
有
地
処

分
で
は
、
価
格
等
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
関
が
機
能
し
な
か
っ

た
の
で
は
。

市
長　

今
後
は
、
慎
重
を

き
す
た
め
外
部
委
員
の
参
画

を
求
め
て
い
く
。
市
だ
け
で

な
く
当
時
の
議
会
に
つ
い
て

も
議
論
の
一
端
と
し
て
、
討

論
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

問　

副
市
長
不
在
は
、
非

常
事
態
で
あ
る
が
。

市
長　

副
市
長
の
席
は
重

責
で
あ
る
。
空
席
で
は
な
く
、

し
か
る
べ
き
選
任
に
努
力
を

し
て
い
る
。

葛原章年 議員

QA

副
市
長
の
辞
任
、
そ
の
責
任
は

道
義
的
責
任
で
の
辞
任
で
あ
り
、

市
に
は
責
任
は
な
い

友廣　勇 議員

副市長不在の 6 月定例会

景観保全の整った土山街道風景

公立甲賀病院建設予定地

1 号線バイパス

滋賀県甲賀市水口町松尾 1202 − 2

予定地
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一 般 質 問

土
山
定
信 

議
員

Q

A

地震から子どもたち
を守れるのか

歴史は繰り返す、を認識
して

Q

A

広域農道の全線県道化を

強く要望していく

問　
学
校
の
耐
震
工
事
は
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
工
事
が
終

わ
れ
ば
ど
の
程
度
地
震
に
強

く
な
る
の
か
。

教
委
事
務
局
長
　

阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
基
準

に
し
て
い
る
。

問　
学
校
建
物
の
耐
震
計
画

は
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
、
ま

た
誰
が
決
め
て
い
る
の
か
。

教
委
事
務
局
長
　

国
の
補

助
金
要
綱
に
て
、
地
震
に
対
し

て
、
大
き
く
揺
れ
な
い
構
造
に

し
て
い
る
。

問　
地
震
時
に
建
物
が
崩
壊

し
て
で
も
、
子
供
た
ち
の
命
を

守
ろ
う
と
す
る
、
建
築
手
法
が

あ
る
と
聞
く
が
。

教
委
事
務
局
長
　

平
成
12

年
の
建
築
基
準
法
で
新
た
に

追
加
さ
れ
た
手
法
で
あ
る
が

学
校
に
お
い
て
は
、
教
室
自
体

を
、
ひ
と
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と

し
、
あ
く
ま
で
も
壊
れ
な
い
従

来
の
方
法
で
行
っ
て
い
る
。

問　
地
震
発
生
時
、
教
師
ま

た
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
へ

の
対
応
は
。

教
育
長
　

押
さ
な
い
、
走

ら
な
い
、
喋
ら
な
い
、
戻
ら

な
い
を
基
本
に
具
体
的
な
指

導
を
行
っ
て
い
る
。『
安
全
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
に
し
た
が
っ
て
訓

練
し
て
、
反
省
評
価
を
行
い
、

ま
た
地
震
の
恐
ろ
し
さ
も
指

導
し
て
い
る
。
物
理
学
者
の
寺

田
寅
彦
の
、『
災
害
は
忘
れ
た

こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
』
を
常
に

心
し
て
い
る
。

問　
す
べ
て
の
学
校
を
早
く

耐
震
化
す
る
た
め
の
統
廃
合

の
考
え
は
。

教
育
長
　

耐
震
化
と
統
廃

合
は
別
と
し
て
、
一
日
も
早
く

全
校
舎
の
耐
震
化
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問　

電
算
室
の
移
転
に
際

し
て
準
備
段
階
で
の
仕
事
量

は
負
担
に
な
ら
な
い
か
、
移

転
時
の
時
期
や
シ
ス
テ
ム
稼

働
状
況
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
移
転
後
の
対
応
、
体
制

は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
部
長　

現
状
の
機
能

を
損
な
う
こ
と
な
く
、
短
期

間
で
経
済
的
か
つ
安
全
に
シ

ス
テ
ム
を
移
転
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
強
化
も
含
め
、
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
今
回
の
作
業
は
、

大
半
を
委
託
業
務
等
に
よ
り

実
施
す
る
予
定
で
、
日
常
業

務
と
並
行
し
て
担
当
職
員
全

員
が
取
り
組
み
実
施
計
画
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
移

転
に
伴
う
切
り
替
え
作
業
は
、

年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
利
用

し
て
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

新
年
の
仕
事
始
め
に
は
通
常

通
り
の
シ
ス
テ
ム
稼
働
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
自
動
交

付
機
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

全
機
能
を
停
止
さ
せ
る
。
市

民
の
皆
様
に
は
不
便
を
か
け

る
が
行
政
事
務
全
般
の
中
枢

機
能
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
大
変
重
要
な
事
業
と
考
え

て
い
る
。
移
転
後
は
機
器
類

の
貸
し
出
し
や
書
類
・
物
品

の
受
け
渡
し
と
言
う
点
で
影

響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
関
係

課
と
連
携
が
図
れ
る
体
制
を

構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

電
算
室
移
転
の
体
制
や
計
画
は

現
在
実
施
計
画
を
検
討
中

　

水
口
町
高
山
と
土
山
町
徳

原
を
結
ぶ
甲
賀
広
域
農
道
は
、

市
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
甲

南
I
C
と
の
接
続
で
一
層
そ

の
役
割
を
増
す
。

問　

広
域
農
道
は
、
県
道
、

市
道
、
農
道
部
分
が
入
り
交

じ
っ
て
い
る
。
全
線
県
道
化

す
べ
き
で
は
。

建
設
部
長　

十
分
な
維
持

管
理
と
安
全
対
策
を
講
ず
る

た
め
、
全
線
県
道
化
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問　

甲
南
I
C
に
接
続
す

る
広
域
農
道
部
分
の
位
置
づ

け
は
。

建
設
部
長　

現
在
は
県
道

と
市
道
が
重
複
。
県
道
柑
子

塩
野
線
供
用
開
始
で
市
道
と

な
る
。
引
き
続
き
県
道
と
な

る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問　

甲
南
I
C
付
近
か
ら

野
川
付
近
ま
で
は
無
従
谷
の

横
断
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
続

き
危
険
。
事
故
の
実
態
、
対

策
は
。

建
設
部
長　

正
確
な
事
故

件
数
は
不
明
。
主
要
地
方
道

草
津
伊
賀
線
に
近
い
交
通
量

に
な
り
危
険
増
大
。
安
全
対

策
を
県
に
申
し
入
れ
た
い
。

問　

甲
南
I
C
周
辺
の
道

路
整
備
は
ど
う
な
る
。

建
設
部
長　

I
C
入
口
と

県
道
柑
子
塩
野
線
交
差
点
に

右
折
レ
ー
ン
設
置
。
信
号
機

設
置
も
公
安
委
員
会
と
調
整

中
と
聞
く
。
I
C
入
口
付
近

の
カ
ー
ブ
と
勾
配
の
解
消
は

具
体
的
事
業
化
に
至
っ
て
い

な
い
。

　

こ
の
他
、「
甲
賀
市
の
審

議
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

も
質
問
し
ま
し
た
。

朏　藤男 議員

木
村
泰
男 

議
員

地震による影響が心配される水口庁舎 3 階の電算室

耐震工事がすすむ小学校

アクセス道路整備中
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一 般 質 問

橋
本
律
子 

議
員

QA

Q

A

孤独死防止対策どう
図るか

行政と地域のネット

ワーク構築へ

色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー
促
進
を

早
期
に
対
応
を
図
っ
て
い
く

問　

色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
促
進
す
る
に
は
、
庁
内
の

印
刷
物
発
行
時
な
ど
に
用
い

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
進
捗
状

況
を
改
め
て
伺
う
。

総
務
部
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
作
業
を
進
め
て
い
る
。

早
期
に
完
成
さ
せ
、
本
年
３

月
に
発
足
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
に

も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問　

あ
い
こ
う
か
市
民

ホ
ー
ル
条
例
な
ど
に
は
使
用

料
の
具
体
的
減
免
内
容

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

規
則
や
要
綱
で
明
文
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
委
事
務
局
長
　

他

の
施
設
と
の
整
合
性
を

図
る
必
要
も
あ
る
こ
と

か
ら
現
在
、
公
共
施
設

利
用
に
つ
い
て
協
議
し

て
お
り
、条
例
・
規
則
・

内
規
を
精
査
し
、
運
用
の
改

善
を
図
っ
て
い
く
。

問　

計
画
を
前
倒
し
し
て

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
進
め

る
べ
き
で
は
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
通
じ
て
親
子
の
絆

を
深
め
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

改
正
地
震
防
災

対
策
特
別
措
置
法
を
確
認

し
、
耐
震
計
画
の
前
倒
し
が

可
能
か
検
討
す
る
。
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、

近
江
八
幡
市
な
ど
４
市
２
町

が
実
施
し
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
導
入
を
検
討
す
る
。

　

ど
ん
な
に
高
齢
に
な
っ
て

も
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も

す
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り（
新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
）

が
求
め
ら
れ
る
。

問　

高
齢
者
の
孤
独
死
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
対
策
と
し
て
、
見
守
り
声

掛
け
ネ
ッ
ト
等
早
急
に
必
要

と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
部
長　

電
話
に

よ
る
安
否
確
認
事
業
・
民
生

委
員
さ
ん
に
よ
る
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
へ
の
訪
問
・
老
人

ク
ラ
ブ
に
よ
る
独
居
高
齢
者

へ
の
友
愛
訪
問
等
実
施
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
今
後
・
行

政
と
地
域
が
連
携
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
が
重
要
で
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
構
築
し
た
い
。
区
・

自
治
会
単
位
に
（
仮
称
）「
健

康
福
祉
会
」
の
設
置
を
め
ざ

し
さ
ら
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。問　

個
人
情
報
保
護
の
取

り
扱
い
の
中
で
、
助
け
合
い

や
人
間
関
係
作
り
に
支
障
が

お
こ
る
な
ど
一
定
の
限
界
が

あ
る
。
そ
の
対
応
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

法
の
制

約
に
よ
り
、
妨
げ
に
な
る
例

も
聞
き
及
ぶ
。
昨
年
よ
り
支

援
が
必
要
な
方
々
の
申
し
出

に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者

名
簿
を
作
成
。
区
・
自
治

会
・
自
主
防
災
組
織
や
民
生

委
員
に
配
布
し
、
支
援
を
す

す
め
て
い
く
方
向
。
さ
ら
に

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
関

係
づ
く
り
を
再
構
築
で
き
る

連
携
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
他
、
市
の
権
限
拡
大

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問　

今
回
、
平
成
９
年
の

第
22
次
調
査
で
出
土
し
、
保

管
さ
れ
て
い
た
木
簡
を
大
阪

市
大
の
栄
原
教
授
が
再
調
査

さ
れ
た
結
果
、
我
が
国
の
国

文
学
や
歴
史
学
研
究
上
極
め

て
重
要
な
歌
木
簡
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
を
機

に
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
宮

町
遺
跡
の
全
容
を
解
明
す
る

た
め
文
化
庁
や
県
知
事
に
対

し
調
査
費
の
増
額
を
強
く
要

望
さ
れ
た
い
。

教
育
長　

今
回
の
歌
木
簡

の
発
見
を
契
機
に
調
査
の
再

開
継
続
に
向
け
県
教
育
長
に

強
く
要
望
し
、
好
意
的
な
反

応
を
得
て
お
り
ま
す
が
引
き

続
き
強
く
要
望
し
た
い
。

問　

資
料
館
を
含
む
歴
史

公
園
整
備
構
想
実
現
に
向
け

て
は
、
平
城
京
と
同
じ
く
国

営
歴
史
公
園
と
し
て
早
期
実

現
を
図
ら
れ
た
い
。

教
育
長　

早
急
に
「
保
存

管
理
計
画
」
を
策
定
し
県
と

市
が
一
体
と
な
っ
て
特
別
史

跡
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
。

問　

多
く
の
考
古
学
フ
ァ

ン
の
た
め
大
型
復
元
案
内
板

を
設
置
さ
れ
た
い
。

教
育
長　

展
示
資
料
室
の

休
業
日
公
開
も
含
め
今
後
の

検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

加藤和孝 議員

QA

宮
町
遺
跡
の
調
査
継
続
が
必
要

調
査
費
の
増
額
を
県
に
要
望
中

中西弥兵衛 議員

出
土
木
簡
か
ら
推
定
し
た
木
簡
の
全
体
復
元
図

色で情報を伝達するようにした
問題のあるごみカレンダー
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一 般 質 問

中
島　

茂 

議
員

Q

A

甲賀市の観光政策に
ついて

観光は民間活力による
協働のまちづくりから

Q

A

自民党農政をどう
考えるか

国に翻弄されない
独自策を進める

問　

現
在
の
観
光
資
産
に

つ
い
て
、
ま
た
観
光
政
策
の

方
向
性
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

経
済
産
業
部
長
　
「
観
光

資
産
に
つ
い
て
」
甲
賀
市
に

は
歴
史
、
自
然
、
地
場
産
業
、

祭
り
、
名
所
旧
跡
、
温
泉
施

設
、
忍
者
な
ど
恵
ま
れ
た
観

光
資
源
が
あ
る
。
平
成
19
年

に
は
2
3
0
万
人
の
観
光

客
が
あ
っ
た
。
信
楽
宮
町

遺
跡
の
出
土
木
簡
か
ら
万

葉
集
の
貴
重
な
資
料
の
発

見
が
あ
っ
た
こ
と
や
甲
南

町
新
治
に
残
る
「
甲
賀
郡

中
惣
遺
跡
群
」
が
国
指
定

史
跡
と
し
て
認
定
さ
れ
た

事
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
な
が
ら
観
光
資
源

を
充
実
さ
せ
る
。

　
「
観
光
政
策
の
方
向
性
に

つ
い
て
」
観
光
資
源
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
広
域
連
携
の

推
進
、
観
光
組
織
の
強
化
に

取
り
組
む
。
甲
賀
市
総
合
計

画
で
は
平
成
28
年
に
は
観
光

客
１
千
万
人
を
目
標
と
す
る
。

　

広
域
連
携
の
推
進
を
伊
賀

市
と
亀
山
市
に
働
き
か
け
て

い
る
。
観
光
組
織
の
強
化
に

つ
い
て
、
旧
町
単
位
か
ら
甲

賀
市
全
域
で
行
う
た
め
平
成

21
年
度
を
目
途
に
合
併
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
「
観
光
施
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
広
域
案
内
板
の

設
置
、
観
光
P
R
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
、
観
光
ブ
ー

ス
で
情
報
発
信
を
行
い
民
間

活
力
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
。

問　

市
内
に
は
河
川
敷
を

利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
河
川
敷
公
園
の
あ
り

方
と
考
え
は
。

建
設
部
長　

平
成
９
年
の

河
川
法
改
正
に
よ
り
河
川
環

境
の
整
備
と
保
全
が
目
的
に

加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
河

川
敷
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
論
議
さ
れ
て
い
る
。
甲
賀

市
の
施
設
は
県
の
管
轄
で
あ

り
改
善
等
の
影
響
は
受
け
る

事
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
後
の
河
川
敷
公
園
の

整
備
は
、
河
川
生
き
物
の
生

息
環
境
を
分
断
す
る
こ
と
な

く
、
自
然
環
境
を
守
り
な
が

ら
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整

備
に
取
り
組
む
。

問　

地
域
活
性
化
と
連
携

を
進
め
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ

は
重
要
な
役
割
を
担
う
が
、

今
後
ど
こ
に
重
点
を
お
き
取

り
組
ま
れ
る
か
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
は
地

域
活
性
化
に
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
。ス
ポ
ー
ツ
に
は「
す

る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」
の

三
つ
の
側
面
が
あ
る
が
、「
さ

さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
に
更
に

力
を
入
れ
て
い
く
。
今
後
は

市
民
の
み
な
さ
ま
が
、
自
ら

の
体
力
や
運
動
能
力
、
目
的

に
あ
わ
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
、「
み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
充
実
」、

「
競
技
力
の
総
合
的
な
向
上
」、

「
学
校
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

充
実
」
の
三
つ
を
基
本
目
標

に
、
施
策
を
推
進
す
る
。

QA

今
後
の
河
川
敷
公
園
の
あ
り
方
と

考
え
は

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に

取
り
組
む

問　

日
本
の
農
業
は
食
料

自
給
率
が
39
％
に
、
穀
物
自

給
率
は
27
％
に
落
ち
込
み
、

耕
作
放
棄
農
地
が
増
え
、
農

業
従
事
者
の
半
分
近
く
が
高

齢
者
で
支
え
る
深
刻
な
危
機

的
状
況
に
あ
る
。
世
界
は
食

糧
不
足
で
飢
餓
人
口
が
激
増

し
て
い
る
。
減
反
強
制
と
価

格
保
障
し
な
い
自
民
党
農
政

の
転
換
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
。

市
長
は
ど
う
お
考
え
か
伺
う
。

市
長　

国
の
農
政
に
翻
弄

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
甲
賀

市
独
自
の
施
策
、
適
地
適
作

を
考
え
た
農
業
を
意
欲
あ
る

農
家
と
共
に
進
め
た
い
。

問　

３
月
に
、
日
本
共
産

党
は
食
料
自
給
率
向
上
を
め

ざ
し
、
安
心
し
て
農
業
に
励

め
る
農
政
へ
の
転
換
を
求

め
て
農
業
再
生
プ
ラ
ン
を
発

表
し
た
。
こ
の
提
案
に
つ
い

て
市
長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

市
長　

農
業
再
生
プ
ラ
ン

を
興
味
深
く
読

と
く
し
ょ
う誦
さ
せ
て
頂

い
た
。
提
案
は
四
つ
の
柱
を

立
て
た
中
長
期
計
画
で
多
方

面
か
ら
提
言
を
受
け
、
う
ま

く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
あ

ら
た
め
て
日
本
農
業
の
現
状

を
浮
き
彫
り
に
し
、
将
来
を

考
え
る
意
味
に
お
い
て
正
に
、

値
千
金
で
あ
る
。

林　勝彦 議員

小
松
正
人 

議
員

杣川河川敷公園

水口の曳山祭り
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昨
年
12
月
に
帝
産
湖
南
交

通
（
帝
産
バ
ス
）
が
、
運
行

中
の
信
楽
線
に
つ
い
て
、
乗

降
客
の
減
少
、
燃
料
代
の
高

騰
な
ど
独
自
で
事
業
継
続
が

困
難
で
あ
る
旨
の
申
し
出
を

県
地
方
バ
ス
対
策
地
域
連
絡

協
議
会
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
５
月
30
日
に
、

甲
賀
市
と
し
て
の
対
応
を
滋

賀
県
地
方
バ
ス
対
策
地
域
連

絡
協
議
会
（
県
バ
ス
協
）
に

書
面
で
報
告
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
当
委
員
会
は
、

５
月
22
日
当
局

よ
り
報
告
内
容

の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

甲
賀
市
の
検

討
結
果
は
、「
地

域
の
重
要
路
線

で
あ
り
、
会
社

の
企
業
努
力
に

よ
り
、
運
行
存

続
を
希
望
。
国

庫
補
助
制
度
を

活
用
さ
れ
る
場

合
は
、
関
係
機

交通対策
特別委員会

帝
産
バ
ス
の

運
行
存
続
を
希
望

新名神
地域振興
特別委員会

新
名
神
と
ま
ち
づ
く
り

環境・廃棄物
対策特別
委員会

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
視
察

特別委員会・組合議会の動き

関
と
十
分
な
調
整
を
図
ら
れ
、

運
行
の
維
持
を
願
う
」
と
い

う
も
の
で
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、「
利
用

者
に
と
っ
て
大
事
な
路
線
、

補
助
制
度
を
活
用
し
、
引
き

続
き
継
続
を
」「
高
原
鐵
道

や
高
原
バ
ス
を
利
用
し
て

は
」
等
の
声
と
、
地
元
へ
は

区
長
会
等
で
も
説
明
が
さ
れ

て
い
る
が
、
十
分
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

日
本
の
東
と
西
を
結
ぶ
幹

線
道
路
で
あ
る
、
新
名
神
高

速
道
路
が
、
本
格
的
な
稼
働

を
始
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
市
内
を
横

断
す
る
高
速
道
路
と
PA
・
SA
、

ま
た
こ
れ
ら
と
結
ば
れ
る
地

元
と
の
道
路
の
か
か
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
５
月
８
日
、
現

地
調
査
し
ま
し
た
。
報
道
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
交
通
量

は
、
予
想
を
大
き
く
上
ま
わ

り
一
日
あ
た
り
約
３
万
台

の
車
が
通
行
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
甲

賀
市
内
へ
人
が
入
り

込
ん
で
い
る
状
況
は
、

こ
れ
ら
に
比
例
し
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
甲
南
IC
に

つ
い
て
は
、
先
の
道

路
特
定
財
源
に
関
連

し
て
、
凍
結
が
一
時

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

通
常
IC
と
し
て
、
平

成
21
年
春
に
完
成
の

予
定
で
あ
り
、
周
辺
状
況
を

現
地
調
査
し
ま
し
た
。
高
速

道
路
は
完
成
し
ま
し
た
が
、

ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
甲
賀
市
総
合
計
画

に
つ
い
て
、
地
域
振
興
関
連

の
学
習
会
を
７
月
３
日
に
開

催
し
、
当
局
よ
り
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、５
月
12
日
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
を

視
察
研
修
し
ま
し
た
。

①
セ
ン
タ
ー
場
内
の
雨
水
処

理
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
に
触

れ
た
雨
水
と
触
れ
て
い
な
い

雨
水
と
が
、
徹
底
的
に
分
離

さ
れ
て
い
て
う
ま
く
処
理
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

②
保
管
す
る
産
業
廃
棄
物
の

下
に
敷
か
れ
て
い
る
シ
ー
ト

の
、
下
の
湧
き
水
は
、
現
在

飲
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
綺

麗
な
水
で
あ
り
、
野
洲
川
の

支
流
の
次
郎
九
郎
川
（
じ
ろ

う
く
ろ
う
が
わ
）
に
、

流
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
美
し
い
水
を
守
り

通
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

③
下
流
部
に
鯉
を
飼

う
と
の
約
束
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

④
廃
棄
物
に
触
れ
た

雨
水
の
処
理
施
設
は
、

高
度
な
処
理
性
能
を

持
っ
て
お
り
、
国
レ

ベ
ル
で
も
誇
れ
る
施

設
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
汚
れ
た
水
は
、

本
施
設
で
処
理
さ
れ
た
後
、

甲
賀
市
の
下
水
道
に
流
さ
れ

ま
す
。

⑤
廃
棄
物
運
搬
車
の
搬
入
路

の
工
事
が
、
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
管
理
型
処
分
地
は
、

す
べ
て
完
成
し
て
い
る
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

環
境
・
廃
棄
物
対
策
特
別

委
員
会
で
は
、
今
後
も
市
民

の
目
線
で
、
行
政
の
枠
に
こ

だ
わ
り
な
く
、
意
見
を
の
べ

て
い
き
ま
す
。

信楽・石山間を走る帝産バス

クリーンセンター滋賀を視察

甲南SAで説明を受ける
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特別委員会・組合議会の動き

地域情報
対策特別
委員会

拡
大
す
る
地
域
情
報
格
差

早
急
に
事
業
者
が
必
要

甲賀広域
行政組合
議会

老
朽
化
進
む

し
尿
処
理
施
設

公立甲賀
病院組合
議会

甲
賀
病
院　

移
転
地
決
ま
る

　

2
0
1
1
年
７
月
の
地
デ

ジ
対
策
が
具
体
的
に
論
じ
ら

れ
る
情
勢
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
情
報
格
差
の
是
正
に

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
情
報
の
一
元

化
を
担
う
事
業
主
体
の
決
定

ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

市
内
の
情
報
基
盤
で
は
、

大
手
通
信
事
業
者
が
ほ
ぼ
９

割
近
く
を
構
築
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
今
後
の
営
業
姿

勢
、
特
に
不
採
算
と
さ
れ

る
地
域
へ
の
基
本
方
針
や
行

政
と
の
協
働
体
制
に
つ
い
て
、

大
手
２
事
業
者
の
参
加
を
求

め
て
、
去
る
４
月
17
日
、
協

議
会
と
第
２
回
目
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
次
の
よ
う

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
I
P
電
話
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
基
本
と

す
る
通
信
事
業
社
は
、
既
に

布
設
さ
れ
て
い
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
を
基
本
に
、
不
採
算

部
分
は
行
政
の
協
力
を
得
て
、

1
0
0
％
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

市
民
に
よ
る
安
定
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
取
得
は
テ
レ
ビ
放

送
が
よ
り
一
般
的
な
も
の
で

す
が
、
C
A
T
V
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
確

保
な
ど
さ
ら
な
る
協
議
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
大
津
市
や
近
江
八

幡
市
を
含
む
地
域
な
ど
営

業
活
動
を
拡
大
し
て
い
る

C
A
T
V
事
業
者
は
甲
賀
市

全
域
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
設

置
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
滋

賀
県
に
お
け
る
営
業
戦
略
か

ら
も
可
能
性
は
高
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

が
６
月
25
日
開
か
れ
、
衛
生

セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、

甲
賀
市
の
場
合
、
し
尿
の
投

入
量
も
、
平
成
16
年
に
、
生

し
尿
２
０
７
７
ト
ン
、
浄
化

槽
２
７
７
２
ト
ン
で
あ
っ
た

の
が
、
昨
年
は
、
生
し
尿

１
５
２
２
ト
ン
、
浄
化
槽

２
４
０
９
ト
ン
と
３
年
間
で

約
9
0
0
ト
ン
減
っ
て
い
ま

す
。

　

し
尿
処
理
の
中
枢
と
な
る

水
処
理
施
設
は
、
稼
働
26
年

〜
38
年
経
過
し
て
、
水
槽
の

外
壁
や
ス
ラ
ブ
の
随
所
に
亀

裂
が
生
じ
、
一
部
漏
水
が
確

認
さ
れ
る
な
ど
、
継
続
使
用

す
る
う
え
で
危
険
な
状
態
で

あ
る
、
と
い
う
説
明
で
し
た
。

汚
水
の
配
管
も
ス
ケ
ー
ル
付

着
に
よ
る
有
効
口
径
減
少
、

鋼
管
の
腐
食
、
塩
ビ
管
の
紫

外
線
劣
化
な
ど
、
耐
用
年
数

を
大
き
く
超
え
て
い
る
た
め

に
、
随
所
に
問
題
が
生
じ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

平
成
16
年
と
17
年
の

２
ヵ
年
事
業
で
、
施
設
整

備
を
行
い
ま
し
た
が
、
緊

急
か
つ
応
急
処
置
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

将
来
の
人
口
や
し
尿
及
び

浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
量
の

予
測
を
行
っ
た
結
果
を
も

と
に
、
経
済
的
・
合
理
的

な
施
設
整
備
計
画
を
策
定

し
て
い
く
方
向
で
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。（
文
責　

橋
本
律
子
）

　

６
月
25
日
、
第
一
回
臨
時

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平

成
20
年
度
甲
賀
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の

専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
甲

賀
病
院
整
備
事
業
に
お
け
る

基
本
項
目
の
一
部
変
更
１
件
、

平
成
20
年
度
甲
賀
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

の
議
決
に
つ
い
て
、
質
疑
・

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
甲
賀
病
院
は
、
地
域
の

住
民
に
安
心
・
安
全
を
提
供

で
き
る
、
甲
賀
保
健
医
療
圏

の
自
治
体
病
院
と
し
て
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
良
質
な

施
設
・
設
備
の
整
備
と
医
師

の
確
保
が

必
要
で
す
。

１
．
新
病
院
移
転
事
業
用
地

甲
賀
市
水
口
町
松
尾
地

先　

地
権
者　

甲
賀
市

２
．
開
院
時
期

平
成
24
年
度
開
院
を
目

標

３
．
新
病
院
の
計
画
概
要

病
床
数
概
ね
４
１
３
床

４
．
平
成
20
年
度
に
お
け
る

事
業
予
算
額

移
転
新
築
整
備
予
算
額

『
１
億
１
４
０
０
万
円
』

　

開
院
後
に
利
用
者
の
主
要

な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、

事
業
用
地
南
側
の
国
道
１
号

に
平
面
交
差
点
を
整
備
す
る

事
業
が
関
係
機
関
に
よ
り
20

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
文
責　

山
川
宏
治
）

特別委員会

亀裂著しい壁面

位置図
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Vol.11

編 集 後 記編 集 後 記
▶議会改革特別委員会がスタートしました。
地方分権の進展にともない、市議会の果たす
役割はますます重要になってまいります。執
行部に対する監視機能だけでなく、執行部に
政策提言する政策立案機能面でも力をつけ
ていかねばなりません。また、この「市議会
だより」は、議会改革を進め、より開かれた
市議会にする上でも、ますます重要になって
いくものと考えております。これからも、市民
の皆様に親しみをもって読んでいただける紙
面づくりにしっかりと取り組んでいかねばと
決意しております。

（広報特別委員　加藤和孝）
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特集
　議会改革特別委員長にインタビュー
議案審議
政務調査費・議員表彰
常任委員会報告
一般質問（19名が問う）
特別委員会等の動き
くつろぎこうか［シリーズVol.11］
　甲賀の味シリーズ❸
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平成20年（2008）
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おもな内容

甲賀の
シリーズ❸

　田んぼの生き物観察会が7月13日、みなくち子どもの森で
催され、親子約40人が参加しました。毎月一回開催している
「わくわく体験農場」の一環で、今回は、メダカやカエル、ザ
リガニなどを採って、みんなで観察しました。子どもの森に
は、「ヤマモモ」もあり、子どもたちは初めて口にしました。

（撮影・山岡光広）

目
田んぼの生き物観察会（みなくち子どもの森で）
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◆
こ
こ
に
し
か
育
た
な
い

　

な
ぜ
か
昔
か
ら
杉
谷
で
し

か
育
た
な
い
と
言
わ
れ
て
き

た
、目
下
売
り
出
し
中
の「
杉

谷
な
す
び
」。
県
の
技
術
指

導
も
あ
っ
て
、
最
近
や
や
大

掛
か
り
に
安
定
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

写
真
の
よ
う
に
巾

き
ん
ち
ゃ
く着
型
を

し
た
大
型
丸
ナ
ス
で
、
薄
い

皮
を
む
か
ず
に
そ
の
ま
ま
食

べ
ら
れ
、
肉
質
は
柔
ら
か
で

甘
み
が
あ
っ
て
、
そ
の
く
せ

煮
く
ず
れ
し
に
く
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

◆
「
し
ぎ
焼
き
」

　

地
元
で
は
、
浅
漬
け
や
ニ

シ
ン
と
の
煮
物
な
ど
色
々
と

食
べ
方
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
忙
し
い
時
に
も
簡
単

や
わ
ら
か
で
甘
み
あ
る

や
わ
ら
か
で
甘
み
あ
る

や
わ
ら
か
で
甘
み
あ
る

杉谷なすび
杉谷ナスと近江牛のステーキな出合い

に
調
理
で
き
て
、
間
違
い
な

く
美
味
し
い
の
は
「
し
ぎ
焼

き
」
で
す
。

　

輪
切
り
の
杉
谷
な
す
び
を

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
、
甘
め

の
田
楽
味
噌
で
い
た
だ
く
の

で
す
が
、
こ
の
味
付
け
は
柚

子
や
山
椒
な
ど
各
家
庭
で
異

な
る
の
で
す
。

　

こ
の
時
の
杉
谷
な
す
び
の

食
感
と
素
材
の
持
つ
甘
み
が

抜
群
な
の
で
す
が
、
今
年
つ

い
に
一
流
シ
ェ
フ
が
こ
れ
を

生
か
す
作
戦
に
出
ま
し
た
。

◆
一
流
シ
ェ
フ
が
…

　

大
津
の
有
名
ホ
テ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
「
杉

谷
ナ
ス
、
杉
谷
と
う
が
ら
し

と
近
江
牛
の
ス
テ
ー
キ
な
出

会
い
」
が
登
場
で
す
。
近
江

牛
と
い
う
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の

素
材
を
生
か
せ
る
名
脇
役
と

し
て
見
事
に
お
役
に
立
っ
て

い
る
の
で
す
。
味
噌
を
隠
し

味
と
し
た
洋
風
の
タ
レ
が
近

江
牛
と
杉
谷
な
す
び
を
一
体

化
す
る
秘
密
を
、
是
非
一
度

お
試
し
下
さ
い
。
調
理
済
み

の
お
総
菜
も
準
備
中
で
す
。

絶品の「しぎ焼き」
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